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け い

「ない形」クイズ

ぶんるい かつよう

❚ 分類：活用

9-1
どう し けい み

動詞の「ます形」を見て、
けい か

「ない形」を書く。

1.
がくしゅうしゃ ひとり ひとり かみ くば

学習者1人1人に紙を配る。

2.
え かみ ふた お ひだり

絵（1）のように紙を2つに折って、左に
どう し けい か かみ うえ

10の動詞の「ます形」を書く。紙の上に
つく ひと な まえ こた か ひと な まえ

作った人の名前と、答えを書く人の名前
か つく

を書くところを作る。

3.
きょうし かみ あつ つく ひと い がい ひと

教師は紙を集めて、作った人以外の人に
くば

配る。

●○○

手　　　　順

かたち 時間活動

せつめい編
けい

★活 -04　Vない形

談話の技術

準備するもの
かみ がくしゅうしゃ ひとり まい

紙（学習者1人に1枚）

使うことば
の およ つか ある つく

飲む、（泳ぐ）、（使う）、（歩く）、（作る）、
やす はし な く

休む、走る、投げる＊、（する）、（来る）、
はな

（話す）

4.
かみ がくしゅうしゃ どう し けい

紙をもらった学習者は、動詞の「ます形」
みぎ けい かつよう か つく

の右に「ない形」の活用を書いて、作っ
がくしゅうしゃ かえ つく がくしゅうしゃ こた

た学習者に返す。作った学習者は答えを
かくにん こた か がくしゅうしゃ

確認して、答えを書いた学習者にわたす。
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バリエーション
きょうし いじょう どう し こくばん か

（1）教師が10以上の動詞を黒板に書いて、
がくしゅうしゃ なか どう

学習者はそのリストの中から10 の動
し えら

詞を選ぶ。

かみ え みっ お ひだり

（2）紙を絵（2）のように3つに折って、左
けい ま なか けい せいかい

に「ます形」、真ん中に「ない形」（正解）
か みぎ こた か

を書き、右は答えを書くところにし
かい とう しゃ あと じ ぶん こた かくにん

て、解答者が後で自分で答えを確認で

きるようにする。

先生へ
つく ひと こた か ひと はいりょ ひつよう

　・ 作った人と答えを書く人のペアに配慮が必要。




